教材番号　　刑事一般№2
対　　象　　小・中・高
～被告人はどのような刑を受けるべきか？～電車内でのいさかい
１　事例

　　ある日の午前9時ころ、被害者は、電車に乗っていました。

　　たまたま隣に立っていた被告人が、よろめいて、被害者の足を踏んでしまいました。

　　被害者は、思わず、「君、痛いじゃないか。気を付けなさい。」と注意しました。

　　すると被告人は、いきなり怒り出して、「偉そうなことを言うな。」などと言って、被害者を突き飛ばしました。

　　被害者は、電車内で転倒し、頭を5針縫うケガと首をねん挫し、１か月もの間、通院することになってしまいました。

　　被告人は、罪を認めています。

　　被告人は、どのような刑を受けるべきでしょうか？

２　テーマ・ポイント

　　刑事事件の事例を通して、量刑について考えてもらう。
　　量刑は、様々な事情を考慮して決められるものである。

　　事件の内容からだけではわからない、被告人を取り巻く様々な事情があることに気付いてもらい、被告人の量刑を考えてもらう。

３　授業の進め方（一例）

　　被告人を取り巻く状況を説明する。

　　そのうえで、被告人にとって有利な事情・不利な事情を考えてもらい、これらの事情を総合的に考えて、被告人の量刑について議論し、決定してもらう。
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